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〔Text〕Goethes Werke Band VⅡ,Wilhelm Meisters Lchriahre(Hamburger Ausgabe,herausgegeben von



















































































に子供のように泣き, しかし, これを深刻に受け取ることだけはどうしてもできなかった トー ニ。
この「おろかな」女の何と愛らしいことか/
(作者が最初にこの作品を構想したとき,念頭にあったのは,三百五十ページばかりの中篇小説




















































していれば,人間として良心の痛むこともなかった。 トー マスの父になると, しかし,既に多少事
情が違ってくる。代々受け継がれて来た,一家の歴史を叙した家族簿に,最も熱心に書き入れをす
るのは,この二代ロヨーハンである。彼は,自分の人生の重大な局面では,常に自分がブデンブロ














































〔TeXt〕ThOmaS NItann Gesammelte Werke in dreizehn Banden,Band I Buddenbrooks Verfall einer Familie,
















































































































































































































































































200   ,(
模範文を書いてみようと試みたものが,ここに示した文章である。無論ぅよい手本には全くなつて
いない。下手な「論文」よりむしろこちらの方が難しいぅ とすら感じている。学生に,これが大学
教師の文章かと逆に笑われそうである。しかし,私にはこういう努力は,この教養部に|おいては,,
今後ますます必要になってくるように思われるのである。専F]研究家としての「論文Jを書くこと
は,無論j我々 の大事な責務だが,教師としての,学生を念頭においた努力も欠かせないように思
うのである。そして,今後はそれを「形」にして残して行くことも大事なことだと考えたので,今
回,これまでに書いたものをいくつかここに掲載してもらうことにした。
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